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令和４年度　高性能林業機械の保有状況調査の概要　

１　調査の目的

２　調査方法及び調査時期

３　調査結果

　　ア　保有状況

　　イ　年間稼働状況
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１　調査の目的

２　調査方法及び調査時期    

３　調査の対象

※回答者数：２９７

４　調査結果

ア　保有状況

図１ 高性能林業機械機種別保有台数の推移 （単位: 台）

表２ 高性能林業機械機種別保有台数の推移 （単位：台）

※

※

※ フォワーダ保有台数には、グラップルローダの無い積載集材車両の台数は含まない。

145％

94％
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　北海道の林業は、林業従事者の減少や高齢化の進行により、森林の管理・経営が停滞する懸念
が生じてきていることから、低コストで効率的な林業経営の基盤強化が求められており、生産性
の向上、省力化、労働強度の軽減及び安全性の向上を図るため、機械化を推進していく必要があ
ります。このため、機械導入の現状と現地における高性能林業機械の稼働実態を的確に把握し、
機械化の推進と作業システムの普及定着を図るとともに、現地の条件にきめ細かく対応した新た
な機械作業システムの開発・普及を図り、林業事業体の経営基盤の強化や労働災害の防止、さら
には人材の育成・確保に資するため、令和４年度末現在の道内における高性能林業機械の保有状
況調査を実施しました。
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　令和４年度末現在の高性能林業機械の保有台数は1,020台でした。機種別で見ると、ハーベ
スタが410台と最も多く全体の約４割を占めており、平成24年度に比べて143％に増加していま
す。また、フォワーダは139台で、対前年度94％となっていますが、平成24年度に比べて240％
に増加しています。(図１、表２）
　なお、これまで「その他」として集計していたフォーク収納型グラップルバケットは218台
と、全体の約２割を占めています。
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令和４年度　高性能林業機械の保有状況調査の概要
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調査方法：各（総合）振興局森林室による郵送及び事業体からの聞き取り
実施時期：令和５年８月～令和６年１月
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令和3年度以前は「その他高性能林業機械」の台数に「フォーク収納型グラップルバケット」の台数を含む。
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<　振興局別の保有状況　＞ 図 ２振興局別の保有割合 （単位：％）

表３ 振興局別保有台数 （単位：台）

<　所有形態別の保有状況　＞

図３ 所有形態別の保有台数

表４ 所有形態別の保有台数
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　会社・個人が 871台（85.4％）で、
次いで森林組合が102台（10.0％）、
協同組合が41台（4.0％）です。
（図３、表４）
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　振興局別保有台数では、上川が
197台(19.3%)と最も多く、次いで
オホーツク196台(19.2%)、十勝156
台(15.3%)の順となっており、３振
興局で全道の保有台数の半数以上
(53.8%)を占めています。
（図２、表３）
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<　１社あたりの保有状況　＞

図４　保有機種数別の事業体数 図５　保有台数別の事業体数

図６　２機種以上を保有する事業体数の推移

※指数：平成23年度を100とした場合の数値

イ　年間稼働状況

表５　機種別稼働日数の状況 (単位:台）
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  高性能林業機械の稼働日数は表５及び図７、稼働率は表６及び図８のとおりです。
　なお、この結果は、年度末近くに導入されて稼働日数が少ない機械のデータが含まれている
等により、前回調査の結果と直接比較することはできないことに留意してください。
　また、調査結果は回答があった機械についてのみであり、稼働日数及び非休業日が不明な場
合は集計から除いています。
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　保有機種数別の事業体等の数は図４、保有台数別の事業体等の数は図５のとおりです。
　66.3%の事業体等が２機種以上を保有しており、また72.1％の事業体等が複数台所有してい
ます。
　２機種以上を保有する事業体等の数の推移は図６に示すとおり、増加傾向にあることか
ら、図１、表２で増加傾向が見られるバーベスタやフォワーダなどの複数の機種を組み合わ
せて施業を行う作業システムの普及が進んでいると考えられます。
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図７　機種別稼働日数（令和４年度）

表６ 年間稼働状況（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） (単位:台）

　注　年間稼働率（％）＝稼働日数／非休業日、非休業日＝365日－（週休日＋祝日＋その他の休日）

図８ 機種別年間稼働率の構成比
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  機械の稼働率については、7種類の機械全体平均で48.7％となっています。機種別では
フォーク収納型グラップルバケットが最も高く60.1％、ハーベスタとスイングヤーダが50.6％
で平均を上回っています。フォワーダ、プロセッサ、フェラーバンチャ、スキッダは平均を下
回っています。
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　稼働率の分布をみると、フォーク収納型グラップルバケットの約４割、プロセッサの約3
割、ハーベスタとフォワーダの約2割が稼働率75％以上となっていますが、スキッダの約8割と
フェラーバンチャの約7割が稼働率25％未満となっているなど、機種による違いが出ていま
す。
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